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摘  要  

尾瀬地域で描獲された月0〟王e乃OJ叩（ビロードネズミ属）37個体を，外部形態の後足長と尾長の  

関係図によってヤチネズミ（g．α乃血相0刀f）とスミスネズミ（且」澗劇痛）の2種に識別した．尾瀬  

地域においては，爆ケ岳北側の桧枝岐側では標高1150m付近を境として上方にヤチネズミが，下  

方にスミスネズミが分布していた．一方，燵ケ岳南側の尾瀬沼側でほ標高1700m付近でヤチネズ  

ミとスミスネズミが混在していた．したがって，スミスネズミの垂直分布の標高は桧枝岐側では尾  

瀬沼側に比べて約500m低かった．  

は じ め に  

金子（1994）ほ，本州の丘加力朗0〝り昔（ビロードネズミ属）として，ヤチネズミ 伍．〟乃虎帯0〃メ）  

とスミスネズミ（且∫∽〟柚）の2種を認めている．一方，環境庁（1993）はトウホクヤチネズミ  

（g．α〃血相0〃f），ニイガタヤチネズミ（且〃物α加），ワカヤマヤチネズミ（且f椚αな〟椚ff），スミス  

ネズミ（且」澗劇痛）およびカゲネズミ（且たαge〟∫）の5種を認めている．前者では，各地域個体  

群において外部形態計測値の後足長（爪なし）と尾長の散布図を作成することによって2種を識別  

できるとしているが，後者には識別法は示されていない，なお，ここでは今泉（1960）の  

dぶC／王ね0〝伊∫（ニイガタヤチネズミ属）も如才如〃0∽ガに含めて扱う．   

尾瀬地域における助≠力e〃0〝りげの記録としては，Imaizumi（1957）と今泉ほか（1964）による  

尾瀬沼畔長蔵小屋付近において採集されたカゲネズミ（且ん御伽）の報告と，同じ長蔵小屋付近  

において捕獲された今泉はか（1964）によるニイガタヤチネズミ い∫C奴0∽γ∫〃ffgα加）の報告が  

ある．Yoshiyuki（1982）は尾瀬地域における且）班g乃〃／7りげのリストとしてImajzumi（1957）およ  

び今泉ほか（1964）を引用している．今泉ほか（1964）以降，尾瀬地域での小哺乳類相の調査が福  

島県によって行われ，且0伽刀0∽γ∫としてほヤチネズミの一種（d∫C兢0〝り堵Sp．）とカゲネズミ  

（且た曙e〟∫）が報告された（蜂谷はか，1977；木村，1978）．ただし，この際の同定法についてほ  

報告の中には示されていない．   

さらに，尾瀬地域における食虫類・ネズミ類の調査が1981年から1983年まで爆ケ岳を中心にした  

登山道沿いで（蜂谷・木村，1982；木村，1983；木村，1984），1985年にほ桧枝岐から御地までの  

車道沿いで（蜂谷・木村，1986）それぞれ実施された．   
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ところが，それまでの日本の各地域での丘b′加〃0／乃γ∫の採集報告では，本州産のヤチネズミと  

スミスネズミの2種の同定法については詳しく述べられていない．これら2種に関する同定法の問  

題点を最初に指摘したのが金子・木村（1986）である．さらに，金子ほか（1992），木村ほか（1992），  

金子（1994），木村ほか（1994）も，頭胴長と尾長から計算した尾率を用いる従来の方法（今泉，  

1960）に変わり，後足長と尾長の散布図を用いることが有効であることを示した．ただし，ヤチネ  

ズミとスミスネズミはともに外部形態の地理的クラインがあるので（Imaizumi，1957；宮尾，1960；  

宮尾，1967a；宮尾，1967b；Aimi，1980；吉田，1985；安藤・白石，1988），本州全域を同一のスケー  

ルで単純に比較検討することはできない．したがって，金子（1994）は，それぞれの地域個体群別  

に，比較検討が可能なヤチネズミとスミスネズミの外部形態計測値を収集することが必要であると  

指摘した．   

本論文では，1976年から1985年に尾瀬地域で採集した月of如〃0〝りげ35個体と，新たに1997年と  

1998年に桧枝岐～御地間で捕獲した丘8才力e〃0∽γ∫2個体の計37個体の外部形態計測値を用いて，2種  

の同定法を再検討するとともに，この同定の結果から尾瀬地域におけるβor如〃0刑ガの分布に関  

して考察した．  

調査地および調査方法  

調査地点1～調査地点33（図1）は，1981年から1985年までの調査地点を標高順に並べ替えたも  

のである．調査実施年別にみると，1981年には尾瀬沼畔から長英新道を経て燵ケ岳山頂部に至る登  

山道沿いに（蜂谷・木村，1982），1982年には尾瀬ケ原見晴しから燵ケ岳山頂部に至る登山道沿い  

に（木村，1983），1983年には御地から燵ケ岳山頂部に至る登山道沿いに（木村，1984），それぞれ  

標高100mごとに調査地点を設定した．また，1985年には桧枝岐から御地までの車道沿いに標高  

100mごとに調査地点を設定した（蜂谷・木村，1986）．さらに，1997年11月に且0伽〃0〝り岱を捕  

獲した地点を調査地点34（岩佐が実施）とし，1998年8月に月b伽乃Oナチりげを捕獲した地点を調査  

地点35（木村・岩佐が実施）とした．なお，尾瀬沼畔の調査地点22（標高1700m）付近で，1976  

年と1977年に且0伽〃0〝7ガを描獲した地点（蜂谷はか，1977；木村，1978）も調査地点22とした・   

調査方法についてはそれぞれの報告書に示した通りで（蜂谷はか，1977；木村，1978；蜂谷・木  

村，1982；木村，1983；木村，1984；蜂谷・木村，1986），1982年までは小型のスナップトラップ  

（Victormousetrap）に付け餌としてサツマイモ，魚肉ソーセージ ，オートミールを使用し，1983  

年からほシャーマン・ライブトラップ（Shermanlivetrap）も併用した．なお，1997年と1998年に  

はライブトラップのみを使用した．   

描獲個体については，体重，全長，尾長，後足長等の外部形態の計測を行った・尾長に関してほ，  

尾を背面に垂直に上げてスチール製のスケールをあて，0．1mmまで計測した・原則的には描獲個  

体を回収した直後に計測を行った．   

高標高順に並べ替えた1～33の調査地点番号ほ，1981年から1985年までに用いた調査地点番号と  

対比させた（表1）．調査地点1，4，7，10，13，16，19，23，25，27，29，30，31，32，33，34  

および35を燵ケ岳北側とし，これら以外を燵ケ岳南側とした．そして，1981年から1985年に捕獲し  

た個体を○印，△印（後述する）および●印の記号で示し，1976年，1977年，1997年および1998年  

に描獲した個体を，それぞれロ印，■印，◇印および◆印の記号で示した．なお，白抜きの記号（○  

印，△印，ロ印および◇印）と黒塗りの記号（●印，■印および◆印）に関しては，後述するよう  

に後足長の長さで分けた2グループのどちらに属しているかを示しており，図2～図4にもこれら   
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図1．調査地．  

の記号を用いた，   

今回使用したgo伽〃0〝り堵37個体の外部形態計測値のうち，頭胴長，尾長，後足長および体重  

を標本番号別（KY－1019～KY－4585）に示し，さらに，今回の方法により同定した結果の種名を示  

した（表2）．ただし，KY－3551とKY－4552に関しては，後足長の計測データが小さいことから誤  

記録と考えられ，70％アルコール溶液に保存後あるいはフラットスキソを作成した後に再計測して  

確認した値を用いた．なお，遠藤（1997）によると，国立科学博物館には尾瀬産の標本が3個体保  

管されている．また，計測値を記録したノートも保存されていることから，今回は，その記録ノー  

トから得られたこれら3個体（▼印，☆印および▽印）に関する外部形態計測値の一部と種名等を  

転記した（表3）．  

結  果   

1．gof如乃0〝り岱の外部形態   

対象にした且0伽〃0〝りげ37個体の「後足長と尾長」の関係（図2）には，後足長16・5mm～  

17．5mm付近を境として計測値の存在しないギャップがある．したがって，後足長の長いグルー   
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表1．如才加乃0∽グ∫の捕獲結果  

調査地点番号 標高（m）  旧調査地点番号  描数個体数 図中の記号   

南 北  南 北  南  北  南 北 南  北  

1984－St．1  1  

2  00  
3  0△△  

1984－St．2  1  

1  △  

4＊  （二×⊃△△  

1984－St．3  1  

0  

0  

1984－St．4  1  

0  

2  00  
1984－St．5  0  

0  

1  2300  

2  2300  

3  2300  

4  2200  

5  2200  

6  2200  

7  2100  

8  2100  

9  2100  

10  2000  

11  2000  

12  2000  

13  1900  

14  1900  

15  1900  

16  1800  

17  1800  

18  1800  

19  1700  

1983－St．1  

1982－St．1  

1983－St．2  

1982－St．2  

1983－St．3  

1982－St．3  

1983－St．4  

1982－St．4  

1983－St．5  

1982－St．5  

1983－St．6  

1982－St．6  

1983－St．7  

1982－St．7  

1982－St．8  

1976  

1977  

△  

（⊃  

○
 
 

1984－St．6  

1984－St．7  
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

□
■
 
 
△
 
 

1
 
 
 
 
0
 
 

1984－St．8  

1984－St．9  

1984－St．10  

1986－St．11  

1986－St．12  

1986－St．13  

1997  

1998  

1986－St．14  

1986－St．15  

23  1600  

24  1600  1983－St．8  

25  1500  

26  1500  1983－St．9  

27  1450  

1983－St．10  28  1450  
0
 
0
 
0
 
5
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
5
 
4
 
0
 
0
 
 

4
 
3
 
2
 
1
 
1
 
1
 
0
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

9
 
0
 
1
 
4
 
5
 
2
 
3
 
 

2
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

温
 
0
0
◇
◆
●
●
 
 南：燵ケ岳南側  

北：燵ケ岳北側  

＊：蜂谷・木村（1982）では3個体  

□：1976年に描獲した個体  

■：1977年に描獲した個体  

○，△，●：1981年～1985年に捕獲した個体  

◇：1997年に描狂した個体  

◆：1998年に描獲した個体   
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表2．戯け力e〃0〝ぴ∫の外部形態計測値   

㈲
 
 

長
）
 
 

足
 
 

後
 
 
 

長
 
m
 
 

尾
 
m
 
 
 

長
 
 

胴
 
 

頭
（
 
 

別
 
 
 

性
 
 

号
 
 
 

…
竹
 
 

地
号
 
 

査
番
 
 

調
点
 
 

標本番号  採集年月日  

2
 
♂
 
♂
 
♂
 
？
 
♂
 
♂
 
9
 
？
 
？
 
？
 
？
 
？
 
♂
 
♂
 
♂
 
2
 
♂
 
♂
 
9
 
9
 
♂
 
？
 
♂
 
♂
 
？
 
♂
 
♂
 
♂
 
♂
 
？
 
♂
 
？
 
♂
 
♂
 
♂
 
 

＊
＊
＊
＊
 
 

□
】
0
0
0
0
△
△
○
△
0
0
△
△
0
0
0
0
0
0
0
0
0
△
0
0
0
0
0
0
0
0
◇
◆
●
●
 
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
ハ
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
5
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
5
 
4
 
0
 
0
 
7
 
7
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
1
 
0
 
0
 
0
 
9
 
9
 
8
 
7
 
6
 
6
 
3
 
3
 
3
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
1
 
1
 
1
 
0
 
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 
 

2
2
2
2
1
2
2
3
3
3
4
5
6
6
6
6
7
1
0
1
2
1
2
1
5
1
5
1
6
1
9
2
3
2
4
3
0
3
0
3
0
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
4
3
5
3
2
3
3
 
 

115．0  

89．0  

101．5  

106．5  

102．5  

104．1  

75．2  

72．2  

101．5  

86．5  

104．9  

96．2  

87．6  

90．2  

102．0  

104．5  

111．5  

110．8  

113．5  

105．7  

100．5  

99．5  

102．0  

82．5  

96．0  

103．2  

99．0  

105．0  

104．5  

108．5  

116．5  

97．8  

103．0  

93．5  

93．5  

87．2  

0
 
5
 
0
 
0
 
0
 
0
 
5
 
5
 
8
 
5
 
9
 
5
 
0
 
3
 
0
 
5
 
5
 
0
 
0
 
6
 
0
 
0
 
8
 
0
 
8
 
4
 
2
 
3
 
2
 
4
 
9
 
0
 
6
 
9
 
2
 
7
 
 

6
 
7
 
2
 
4
 
4
 
7
 
1
 
0
 
6
 
9
 
6
 
3
 
7
 
8
 
6
 
7
 
7
 
2
 
4
 
5
 
2
 
3
 
1
 
6
 
4
 
0
 
1
 
1
 
4
 
0
 
4
 
1
 
7
 
9
 
8
 
9
 
3
 
1
 
2
 
3
 
2
 
2
 
1
 
1
 
2
 
1
 
2
 
2
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
3
 
3
 
2
 
3
 
2
 
3
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
3
 
3
 
3
 
2
 
2
 
1
 
1
 
1
 
 

0
 
5
 
0
 
0
 
0
 
0
 
7
 
8
 
0
 
0
 
0
 
5
 
8
 
2
 
0
 
5
 
1
 
5
 
0
 
6
 
5
 
0
 
2
 
5
 
8
 
8
 
2
 
7
 
2
 
2
 
7
 
8
 
3
 
0
 
2
 
2
 
 

9
 
6
 
9
 
9
 
9
 
8
 
7
 
7
 
8
 
8
 
9
 
8
 
8
 
8
 
9
 
8
 
8
 
9
 
9
 
8
 
8
 
9
 
9
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
9
 
6
 
6
 
6
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

0
 
5
 
5
 
0
 
0
 
5
 
7
 
2
 
5
 
0
 
8
 
3
 
6
 
8
 
0
 
0
 
5
 
8
 
0
 
3
 
5
 
5
 
0
 
0
 
5
 
8
 
0
 
5
 
0
 
0
 
0
 
2
 
0
 
5
 
5
 
5
 
 

1
 
6
 
0
 
1
 
5
 
1
 
1
 
5
 
7
 
4
 
4
 
1
 
8
 
7
 
8
 
1
 
0
 
7
 
2
 
9
 
0
 
1
 
0
 
8
 
6
 
9
 
n
O
 
1
 
8
 
9
 
0
 
9
 
6
 
3
 
3
 
3
 
 

7
 
4
 
6
 
7
 
6
 
6
 
4
 
4
 
5
 
5
 
6
 
6
 
5
 
5
 
5
 
6
 
6
 
6
 
6
 
5
 
仁
U
 
6
 
6
 
4
 
5
 
5
 
5
 
6
 
5
 
5
 
7
 
5
 
6
 
4
 
4
 
4
 
 

g．α乃（おJ苫0〃言  

古．∫／〃ナノ侶／  

丘■．α乃deJ了0〝g  

且α〃（おJ苫0〃～  

且α〝dビタTO〃～  

g．α〃deJ等0刀～  

且α刀deJTO〃∫  

且α〃（お帯0〃f  

且α〃（ねJ昔0〃f  

且α〃（おJ苫0〃ブ  

且α〃（おJ了0〝ブ  

且α〃deJ昔0〃～  

且α〃deJ了0〃～  

g．α〃deJ昔0乃g  

g．α〃（ねJ昔0〃～  

且α〃deJ昔0刀≠  

丘■．α〝deJ昔0〃言  

方．α〃deJYO乃～  

g．α〝deJ昔0〃～  

且α〝deJ苫0月g  

g．α〃deJ昔0〃ブ  

且α刀deJ昔0〃∫  

且α刀deJ了0乃～  

g．α〃（ねJ了0〃′  

且α〃（おJ昔0〃7  

且α〃（おJ昔0〃宮  

上■．α〃（ねJ了0〃f  

且α〝deJ苫0〃言  

古．【丁〃dビ′∫（）〃J  

且α〃（ねJ了0〃メ  

ガ．α乃（おJTO乃メ  

ガ．α〃（おJTO〃f  

且α〃（おJ苫0〃～  

且」澗剖摘  

丘■．∫〝7∫才力ガ  

ど．∫JI〃／侶／  

KY－1019  1976／08／13  

ⅩY－1128  1977／08／25  

ⅩY－4043  1983／08／26  

KY－3715  1982／08／11  

KY－3718  1982／08／12  

KY－3526  1981／08／20  

KY－3546  1981／08／21  

KY－3547  1981／08／21  

KY－4000  1983／08／24  

KY－3716  1982／08／11  

KY－3506  1981／08／19  

ⅩY－3549  1981／08／21  

KY－3550  1981／08／21  

ⅩY－3551  1981／08／21  

KY－4042  1983／08／26  

ⅩY－4026  1983／08／25  

ⅩY－3512  1981／08／19  

ⅩY－3532  1981／08／20  

ⅩY－3517  1981／08／19  

ⅩY－3536  1981／08／20  

KY－4035  1983／08／26  

KY－4016  1983／08／25  

KY－4014  1983／08／25  

KY－3729  1982／08／12  

KY－4552  1985／08／21  

KY－4562  1985／08／21  

KY－4563  1985／08／21  

ⅩY－4543  1985／08／21  

KY－4609  1985／08／22  

KY－4616  1985／08／22  

KY－4617  1985／08／22  

KY－4622  1985／08／22  

HEGO97－98 1997／11／14  

HEG193－98 1998／08／24  

ⅩY－4531  1985／08／21  

ⅩY－4585  1985／08／22  

1）＊と記号についてほ表1と同様   

2）ⅩY－1019～ⅩY－4585ほ木村の標本番号   

3）HEGO97－98，HEG193－98は岩佐の標本番号   

4）種名は今回の同定結果  

プ（○印，□印，◇印および△印の33個体）と，後足長の短いグループ（●印，■印および◆印の  

4個体）の2つのグループに識別できる．なお，図中の▼印，☆印および▽印の3個体に関しては  

後述する．それぞれのグループに属すると考えられる個体の最外郭をそれぞれ実線（太線）で囲み，  

後足長の長さで分けた2つのグループ分けを示した．   

「後足長と頭胴長」の関係（囲3）でほ，図2と同様に後足長16．5mm～17．5mm付近を境と  

して計測値の存在しないギャップがあり，後足長の長さで2つのグループに識別できる．   
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262  木村善幸 ほか  

表3．国立科学博物館収蔵の尾瀬産丘b′如〃0椚グ∫標本の外部形態計測値  

標本番号  
胴長後足  

採集年月日 調査地警記号性別讐 種名  

NSMT－M2996 1954／08／15 長蔵小屋  ▼ ？  93．0 40．0 14．5 月∴州毎摘〟風邪抽毎  

NSMT－M87891962／08／15 長蔵小屋1450 ☆ ？ 88．0 52．0 19．O E．kageus  
NSMT－M9664 0964／06／06 尾瀬  ▽ ？115  68 18．0 』∫Cカ加〝りげ〃～なα加  

1）NSMT－M2996は高田武雄氏採集  

2）種名は記録ノートの種名  

75  

70  

65  

（  60  
∈  

王55  
．」  

ト  
50  

45  

40  

35  

14  15  16  17  18  19  20  

HFL（mm）  

図2．後足長（HFL）と尾長（TL）の関係．  

□印は1976年に捕獲した個体，■印は1977年に捕獲した個体，（⊃印，△印，●印は1981年～  

1985年に捕獲した個体，◇印は1997年に捕獲した個体，◆印は1998年に描獲した個体，▼印，  

☆印，▽印は国立科学博物館収蔵標本．   

「頭胴長と尾長」の関係（図4）における破線は尾率50％のラインを，太線で囲んだグループは  

後足長の長さの長短で分けた2つのグループを示す．図4では後足長の短いグループの一部に尾率  

50％のラインを越える個体があるので，後足長の長さで分けた2つのグループは尾率50％より大あ  

るいは小としてほ分離できない．  

2．β0′力e〃0〝り甥の分布   

35の調査地点中21の調査地点で月加力e〃0／叩計37個体が捕獲された（表1）．燵ケ岳北側と南側  

で比較すると，北側でほ20調査地点中13地点で20個体が，南側では17調査地点中9地点で17個体が  

捕獲された．また，37個体中33個体が後足長の長いグループに属し（北側17個体，南側16個体），  

残り4個体が短いグループに属した（北側3個体，南側1個体）．   

垂直分布では，燵ケ岳北側の桧枝岐側でほ標高1155m以上で後足長の長いグループに属する個  

体が，1140m以下で後足長の短いグループに属する個体がそれぞれ捕獲された．また，燵ケ岳南   
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図3．後足長（HFL）と頭胴長（H＆BL）の関係．  

国中の記号ほ図2と同様．  

65 70 75 80 85 90 95100105110115120125  

H＆BL（mm）  

図4．頭胴長（H＆BL）と尾長（TL）の関係．  

図中の記号ほ図2と同様，  
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例の尾瀬沼側では標高1600m以上で後足長の長いグループに属する個体が描獲され，標高1700  

mでのみ両グループに属する個体が描獲された（表1）．  

考  察   

1．外部形態による且oJカe〃0∽ガの同定   

金子（1994）ほ，本州に生息するgo伽〃0∽γ∫として，ヤチネズミ（且α〃de帯0乃∫）とスミスネ  

ズミ（g．〃m働摘）を認め，「後足長と尾長」の散布図を各地域個体群で作成することによって2種  

の識別ができるとした．金子ほか（1992），木村ほか（1992），木村ほか（1994）も同様の方法でこ  

れら2種を識別できると述べた．今回も，尾瀬地域で描獲された且0′血刀0〝りげ37個体は，「後足長  

と尾長」の関係（図2）および「後足長と頭胴長」の関係（図3）によって，後足長16・5mm～  

17．5mm付近を境に，後足長の長いグループと短いグループとして識別された．乳頭数は後足長  

の短いグループではすべて雄のために確認できなかった．後足長の長いグループではⅩY－3512と  

KY－4014において乳頭数8（2＋0＋2）を確認した．したがって，乳頭数8（2＋0＋2）を含む後足  

長の長いグループは，金子（1994）によりヤチネズミと同定できる．   

ところで，ヤチネズミでは体重が20．Og以下の個体は幼君個体と考えられるので（宮尾はか，  

1963），今回も後足長の長い33個体のうち体重が20．Og以下の6個体を幼君個体とみなして△印で  

表し（図2～図4），△印とそれ以外の個体（○印）の最外郭をそれぞれ実線（細線）で結んだ．  

今回の「後足長と尾長」の関係を従来の散布囲と比較すると，両白山地産（金子ほか，1992），安  

達太良山系産（木村はか，1994）および紀伊半島および広島・兵庫産（金子，1994）における「後  

足長と尾長」の関係図では，いずれも幼君個体と成獣との区別ほ行われていない．しかし，金子ほ  

か（1992）にあるように生殖器や頭骨の状態や歯の萌出状態等から，成長の度合いや性的成熟度を  

考慮して「後足長と尾長」の関係図を用いれば，2グループに識別することほ可能であろう・また，  

今回のように体重を考慮しても識別が可能と考えられる．なお，成長の度合いを考慮して2つのグ  

ループの成獣を識別するにほ図2の方が図3より有効である．野外での描獲では成獣だけが捕獲さ  

れるとは限らず，今回のように幼君個体が捕獲されるので，「後足長と尾長」の関係図においても，  

幼君個体を考慮した2グループの識別法を確立することが必要になるであろう．   

一方，後足長の短いグループはスミスネズミと同定された（金子，1994）・スミスネズミである  

4個体（●印，■印および◆印）は全て体重が20．Og以下であり，ヤチネズミならば幼君個体の  
範囲にある．しかし，スミスネズミの成長や性成熟の研究によると，九州におけるスミスネズミの  

性成熟は19～24gであり（吉田，1973），成獣と考えられる120日齢のスミスネズミ（カゲネズミ  

を含む）の平均体重ほ，福岡産では雄25．7g，雌24．2g，長野産では雄22・8g，雌20・6gであると  

いう（Andoetal．，1987；Andoetal．，1988；Andoetal．，1989；安藤・白石，1988）・また，現在  

福島県におけるスミスネズミの分布北限とされる安達太良山系（木村はか，1994）では，乳頭（0  

＋0＋2）の突出した18．7gの雌個体を採集した（未発表）．以上のことから，スミスネズミと同定  

された4個体は，尾瀬地域のスミスネズミにおける成獣～亜成獣の後足長と尾長の範囲にあるもの  

と考えられる．   

なお，安達太良山系においては1992年12月から1993年12月の1年間に捕獲された41個体のスミス  

ネズミは，後足長が約14．5mm～17．Omm，尾長が約35．Omm～50．Ommの範囲にあった（木村  

はか，1994）．したがって，尾瀬地域に生息するスミスネズミ成獣の後足長と尾長の範囲が，後足  

長は17mm付近まで，尾長ほ50mm付近まで広がることが推察され，上記4個体の属する後足   
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長の短いグループの計測値の範囲が，図2では右側と上方に，図3では右側に少し拡大されること  

が予想される．しかし，計測値の範囲が拡大されても後足長の長短によって2グループを識別する  

ことは可能と考えられる．   

前述した同定法の示されていない蜂谷はか（1977）と木村（1978）は，KY－1019（□印）をヤチ  

ネズミ，KY－1128（■印）をカゲネズミと同定した．図2によって，前者はヤチネズミ，後者ほス  

ミスネズミと同定された．   

また，国立科学博物館に保管される3標本（表3）において，最初に示したNSMT－M2996（▼  

印）は，囲2～図4より後足長の短いグループに属し，スミスネズミと同定された・ただし，目録  

にはE．kageus，ノートではE．smithiismithiiと記録されていた・NSMT－M9664（▽印）は，図  

2～囲4より後足長の長いグループに属し，ヤチネズミと同定された・ただし，目録には且  

乃物α加，ノートでは月∫C墟0∽γ∫〃∫如加とあった・しかし，日録およびノートの両方に且  

kageusと記録されたNSMT－M8789（☆印）ほ，図2～図4より後足長の長いグループに属し，ヤ  

チネズミと同定された．同個体ほ記録でほ尾瀬長蔵小屋標高1450m（群馬県）において捕獲され  

ていた．ところが，国土地理院発行2万5千分の1の地形図では，尾瀬沼畔の長蔵小屋付近ほ標高  

が1600m以上であり，当時の記録にある捕獲地点の標高1450mに相当する地点はない・もし，  

この個体が記録通り尾瀬沼畔の長蔵小屋付近で描獲されたものであるならば，当時の標高を誤記録  

した可能性がある．反対に，当時の記録の標高1450mが正しいとするならば，他の地域，例えば  

尾瀬ケ原側の見晴し付近の標高1450m地点（群馬県側）での描獲とも考えられる・なお，今泉ほ  

か（1964）によると，尾瀬長蔵小屋付近の標高1670mにおいて，1962年8月14日～26日に且吻e描  

5個体とd．〃物α加3個体，1963年5月26日～6月4日に∴d．乃廃α加1個体および1963年8月24  

日～27日KA．niigatael個体が捕獲されているが，これらと1962年8月15日採集のNSMT－M8789  

（☆印）との関係は現在のところ不明である．  

2，且o才力e〃0〝り岱の分布   

今回の同定結果を用いて，且0〟妃〃0〝7ガ2種の尾瀬地域における分布（図5）をみると，燵ケ岳  

北側（調査地点1，4，7，10，13，16，19，23，25，27，29，30，31，32，33，34，35）の桧枝岐  

側では，七入から御地に向かう途中の標高1150m付近を境として，上方にヤチネズミが分布し下  

方にスミスネズミが分布している．   

一方，燵ケ岳南側（調査地点2，3，5，6，8，9，11，12，14，15，17，18，20，21，22，24，  

26，28）の尾瀬沼側では，長蔵小屋付近の標高約1700mでヤチネズミとスミスネズミが混在し，  

上方にはヤチネズミが分布している．今泉ほか（1964）によると尾瀬沼畔長蔵小屋付近標高約  

1650mでは両種は混在していた．なお，今泉ほか（1964）には描獲個体の外部形態計測値は示さ  

れていない．いずれにせよ，スミスネズミの垂直分布の標高ほ桧枝岐側では尾瀬沼側に比べて約  

500m低かった．   

今回の調査結果では，燵ケ岳北側と南側のように，1つの山塊において，地域により2種の垂直  

分布の状態が異なっていた．このような例ほ両白山地でもみられており，石川県側でほ標高1000  

m付近を境として上方にヤチネズミ下方にスミスネズミが分布し，岐阜県側でほ標高650mから  

1325mにおいて両種が混在し，それ以上にヤチネズミが分布していた（金子はか，1992）・さらに，  

本州中部の八ヶ岳でほ，標高1600mより上方にヤチネズミが生息し下方にスミスネズミが生息す  

る（徳田，1950），あるいはスミスネズミほ標高2400mまで分布する（宮尾，1964）といわれた・  

また，福島県の安達太良山系においてほ両種が標高550～650mで一部混在し，ここを蚤に上方陀‘   
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図5．且oJ力e〃0〝ぴ∫の捕獲地点．  

図中の記号は図1と同様．  

ヤチネズミ下方にスミスネズミが分布しているという（木村ほか，1994）．田中（1967）は気温に  

よるヤチネズミとスミスネズミの「すみわけ」を指摘しているが，現在ヤチネズミとスミスネズミ  

の分布を決める要因が明らかにされていない．また，これら2種の微小な生息場所選択や種間関係  

に関しては未調査である（金子，1992）．尾瀬沼南部の群馬県側における丘b伽〃0′叩の分布およ  

び尾瀬地域西部の尾瀬ケ原側における且0伽〃0∽ガの分布に関してほ，現在のところ詳しい情報  

はない．したがって，尾瀬沼側における両種の分布状況や混在のあり方についてもさらに詳しい調  

査が望まれる．  
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状態を明らかにする機会を与えていただいた，環境庁，福島県，福島県教育委員会および福島県尾  
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ABSTRACT  

IdentificationatldVerticalDistributionofTwoSpeciesofEothenomJげ  

intheO2：eDistrict，NortheasternHonshu，Japan  

YoshiyukiKimural，YukibumiKaneko2andMasahiroA．Iwasa3  
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Thirty－SeVen Eothenonv｝S SpeCimens collected from the Oze district，Fukushima Prefecture，  

wereidentifiedbytherelationshipbetweenthehindfootlengthandthetaillengthastwospeciesof  
E．ande7昔OniandE．smithii．Asaresultoftheidentification，E．andb7TOnioccursabovel150min  

altitude and E．smithiiis distributed belowl150min the northern area（Hinoemata）of Mt．  

Hiuchigatake，Whereasthebothspeciesaredistributedat1700minthesouthernarea（Ozenuma）of  

Mt．Hiuchigatake．Thus，theupperlimitofthealtitudinaldistributionofE．smithiiisabout500m  

lowerinthenorthernareathaninthesourthernareaofMt．Hiuchigatake．  
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